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今金町民憲章

o 民主主畿に徹Lて生活を合理イヒして近代的な町にいたしま Lょう 。

@ 健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。

o 技能をみがき産柴田開発に努め豊かな町にいたしましょう 。

@ 教聾をたかめ楽しく生活てきる平和な町にいたしましょう 。

制定昭和42年 lM1日
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突
通
安
全
運
動
推
進
と

音
楽
の
集
い
開
催交通事故を

なくしよう.グ

hv
北
海
道
警
察
音
楽
隊
の
み
ご
と
な
演
奏

hv
大
会
宣
言
文
を
読
み
あ
げ

る
幼
児
代
表• • 

功
交
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V
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ヘ些
λ
一
争
-
白
昼
下
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6
月
辺
日
開
催
さ
れ
た
定
例
町

議
会
に
お
い
て
、
助
役
小
西
敏
明

氏
、
収
入
役
波
辺
茂
氏
の
選
任

が
同
芯
さ
れ
、

7
月
1
日
か
旬
新

任
務
に
つ
き
ま
し
た
。

お
二
人
の
抱
負
や
略
歴
を
ご
似

介
し
ま
す
。

助
役
小
西

敏
明
側

収
入
役
渡
辺

茂
曲目

市
一
賀
に
一点
、
え
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
厳
し
い
経
済
環
境
で
あ
り
ま

す
が
職
只
の
協
力
を
得
て
、
町
政

の
推
進
に
町
長
を
補
佐
し
、
誠
心

誠
立
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

.7
ロ
フ
ィ

l
ル

・
昭
和
9
年
8
月

ω日
今

金

町

字
今
金
生
ま
れ

・
昭
和
お
年
6
月

今

金

町

に

奉

職
。
町
教
委
相

um一
課
長
機
会

事
務
局
長
、
総
務
課
長
を
鹿
任

・
平
成

3
年
7
月

収

入

役

趣
味
音
楽
鑑
賞

知
事
感
謝
状

を
受
け
る

町
衛
生
委
員
会

環
境
保
全
活
動
功
労
者
と
し
て

町
術
生
委
い
H
会
(会
長

川
町
時
保
)

が
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

制
大
ゴ
ミ
収
集
卒
業
な
ど
リ
サ

イ
ク
ル
運
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、

今
固
め
受
賞
と
な
り
、
6
月
5
日

に
加
藤
会
長
に
伝
迷
さ
れ
ま
し
た
。

相
え
続
け
る
交
通
事
故
を
少
し

で
も
減
ら
そ
う
と

6
月
M
目
、
交

通
安
全
運
動
推
進
と
音
楽
的
集
い

が
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町

交

通

安

全

協

会

交

通

安

全
巡
動
推
進
委
品
会

・
m
H
少
年
問

題
協
議
会
の
主
催
卒
業
で
北
海
道

笹
察
背
楽
隊

・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊

内
ド
リ
ル
協
奏
も
披
露
さ
れ
、
花

を
添
、
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
交
通

安
全
に
関
す
る
ク
イ
ズ
、
自
転
車

が
当
た
る
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
町
民
大
会
宣
言
文
と

し
て
交
通
安
全
指
導
貝

・
幼
児
代

表
小
学
生
代
表
中
学
生
代
表

運
転
手
代
表
子
を
持
つ
親
代

表
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
宣
言
文

を
読
み
あ
げ
交
通
ル

1
ん
を
守

る
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
は
、
被
害
者
は
も
ち

ろ
ん
加
害
者
に
と

っ
て
も
そ
の
後

の
人
生
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
う

も
の
で
す
。
悲
惨
な
交
過
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
に
交
通
ル

l
ル
を

守
り
、
町
民
み
ん
な
で
交
通
安
全

運
動
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

町
予
算
の
執
行
に
係
わ
る
出
納

しに 4玉
、 各 務

音iは
~J 
と
グ3

F人J
宮i

主l!
絡
を
W;' 

適
正
』
つ
込
山
泌
を
信
条

限
り
あ
る
財
源
の
効
率
的
運

ぢ
に

誠
心
械
な
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

プ
ロ
フ

ィ
ー
ル

-
昭
和
日
年
叩
月
7
日

i
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オ
立
回
訓
制

森
川
生
ま
れ

昭
和
お
年
7
月

職
。
国
保
病
院
事
務
長

委
以
会
事
務
局
長
、

州
以
林
課
長
、

今
金
町
に
奉

内
町
業

“
光
ケ
m
M
仰
本

Y
X
、

E
T
1一二
百

i

町
教
委
包
即
一
課
長
、

議
会
事
務
い
川
口
民
を
脳
出
任

越i
l床

ス
ポ
ー
ツ
観
戦

第
川
町
囲
内
紛
山
管
内
消
防
総
合

訓
練
大
会
が

6
月日日
目、

今
金
小

学
校
グ
ラ
ン
ド
で
包
内
各
町
内
消

防
団
員

・
職
員
6
7
4
名
が
参
加

し
て
雌
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
@

広
域
野
菜
集
出
桁
地
設
前
か
ら

行
わ
れ
た
パ
レ
ー
ド
で
は
、
北
海

道
普
祭
音
楽
隊

・
カ

ラ

ガ

ド

隊
、
今
金
小
鼓
笛
隊
も
参
加
し
て

立
々
の
行
進
を
行

い
ま
し
た
~
。

日頃の
訓練成果

を披露

こ
れ
は
省
内
消

防
的
技
術
の
向
上

と
精
神
鍛
練
を
目

的
に
む
内
各
町
内

持
ち
ま
わ
り
で
開

催
し
て
い
る
も
の

で
す
。

訓
練
は
小
隊
練• • 

国民健康保険税条例の一部改正が
6月定例町議会にお L て寸丁、

これは、地方税法及び住l民健康保険法施行令の改正によるもので、国保悦l賦課限度頒を 50方

|工jから 52万円に 'Jjき 七げることとなり 、低所得者 の 4古IJ収 減1止措 l人当たり基埠制23715下円

は据えi泣きと主り、 6)1珂軽減基叩!Wliは31万円から33万円に引 き上げとなりました。

槍山管内消防総合訓練大会
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¥
一

線
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
繰
法
、
ポ

ン
プ
車
操
法
が
行
わ
れ
、
き
び
き

び
し
た
動
き
で
日
頃
の
訓
練
成
果

を
披
露
し
て

い
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
ン
ョ
ン
で
は
北
海
道

普
祭
音
楽
隊
と
カ
ラ
ー
方
|
ド
隊

内
ド
リ
ル
演
奏
、
狩
場
太
鼓
、
繊

振
り
が
披
露
さ
れ
、
脱
ん
な
拍
手

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

カラーガード隊を先頭に堂々の行進

2割軽減制度の創設

これまで、減似の対象となってこなか った 6制、 4告IJ減制対象 l止':廿より、高い所作層の世4i;

を対象に、新たに被保険ボー均等;判事H又は l止舷別平等割傾の減額を行うこととするものです。

①illliJlJを受けょっとする納税義務者については 1"1"請をしなければな りません。

②減古iiが地当と認められる世rfilについてのみ減古nを行うものです。

今凶の改正は、保険悦課税の対象となる所得の低い世帯が増加し、中tlHr~r得層の保険税tH!l

が過重になってきていることから、低所科者の保険税負担が増大しないよう園山. .II'しつつ、 1-11nl] 
所得層の保険税負，FIの粍械を図り、制度を段階的に拡充するものです。

低所 1~卜者層のm加 、 小現段保険者向 ，Wl)JI1など、医療質的問要領HLl-Iは高水準であるが、財政

調鮭基金及び一般会計より繰り入れを行い、国保被保険者向担税能力を考慮しながら、今後の

悦の平準化に向けて脱率につきましては、据え出きと主 っています。

※詳しくは国n"( t，'， i 祉課国 f~~係まで

)
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平成6年10月1日から平成7年3月31日まで

況4犬政!討ω 101 
と'σ〉よ財政状況の公表は、町民のみなさんに町の財政がどのように運営され、

うな予算執行状況にあるかを知ってもらい、町政の一層の発展についてご協力を

公 表 し て い る も の で す。お願いするため、毎年2回 (6月、 12月)

781意4，057万5千円一般会計予算総額

(単位干 f!j• %) 

平成 B 年度
区 分

予算現頒 支出済額 支出率

議 ，g， 't!1. 88.254 87.371 99. 0 

総 務 賀 1.081.731 1. 026. 990 94. 9 

民 生 資 808. 570 782. 124 96. 7 

術 生 'Ia 7，10日15 522.710 70. 6 

労 働 賞 10. 885 5.973 54. 9 

農林水産業費 1. 136. 363 571. 594 50. 3 

商 工 資 194.333 189.753 97.6 

土 木 首 792. 128 747.920 94. ，1 

t自 日出 質 188.364 187.864 99. 7 

事k 育 質 730.345 616.713 84. " 

災害復旧費 1. 003. 400 日O目。 703 90. 6 

公 債 賀 786. 195 786. 193 100.0 

予 備 蹴 。 。
繰越明許費支出 279.392 279.301 100.0 

Z十 7.840.575 6.713.209 85. 6 

o歳 出内 訳
(単位千円 ー ?~ ) 

平 成 6 年度
区 分

予算現額 収入済制 収入率

岡T 税 575.649 569. 777 99. 0 

地方議与税 138.395 138.395 100.0 

利子割文付金 15.247 15.247 100.0 

自動車取得税交付金 69. 054 69.054 100.0 

地 方 父 付 税 3. 197.156 3.197.756 100.0 

交通安全特別交付金 1. 741 936 53. 8 

分担金及び且担金 142.043 123.5;11 87. 0 

使用料 、 手数料 83. 680 81. 176 97.0 

国庫支出金 485. 432 446. 930 92.1 

道 支 出 金 1. 329.800 281. 335 21. 2 

一財 産 収 人 日4.613 72.309 76. 4 

帯 附 金 1. 000 1. 000 100.0 

繰 人 金 273. 379 272. 344 99. 6 

繰 越 金 5.013 5.013 100.0 

m 収 人 488.781 747.581 153.0 

町 償 659. 600 。。。
繰越明許貨収入 279. 392 279. 392 100.0 

2十 7.840.575 6. 301. 786 80. 4 

。 歳入内訳

• • 

忘
れ
で
い
ま
せ
ん
か
?

:p
j
第

3
ロ
方
被
保
険
者
め
皆
さ
-ん
へ

l

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
的
加
入

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
向

皆
さ
ん
は
、
保
険
料
納
付
の
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
に

腐
山
を
し
て
位
認
を
長
け
な
け
れ

ば
、
被
保
険
者
に
は
な
ら
な
い
の

で
す
。
届
出
が
な
い
と
、
将
来
.

年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
‘
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

の
加
入
者
で
あ
る
第

2
号
被
保
険

者
に
扶
礎
さ
れ
て
い
る
こ
の
よ
う

な
配
仙
者
を
第

3
号
被
保
険
者
と

一
吉
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
第
3
号
被
保
険

者
向
府
出
が
遅
れ
る
と
過
去
に

府
出
を
し
て
い
な
か

っ
た
則
間
の

う
ち
、
届
出
の
あ
っ
た
直
近
の

2

年
間
に
限
っ
て
保
険
料
納
付
期
間

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
日
月
町
生
金
制
度
改
革
で
、

今
年
の

4
月
か
ら
平
成
9
年
3
月

ま
で
の
特
例
届
出
期
間
内
に
届
出

れ
ば
、
昭
和
臼
年
4
月
か
ら
の
未

同
出
期
間
が
保
険
料
納
付
期
間
と

し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
主
り
ま

し
た
。

届
出
を
忘
れ
て
い
た
り
、
済
ま

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
必
ず
こ
の

機
会
に
町
出
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

第
3
号
被
保
険
者
は
、
自
分
自

身
の
就
職
や
退
職
の
ほ
か
に
、
配

山
者
の
典
動
に
よ

っ
て
も
、
位
別

変
更
雌
認
の
聞
州
市
が
必
要
で
す
。

忘
れ
ず
に
国
民
年
金
担
当
窓
口
に

届
出
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

-v
本
人
が
退
職
し
た
り
、
配
川
附
者

が
就
職
な
ど
で
厚
生
年
金
加
入
者

と
な

っ
て
本
人
は
そ
の
被
扶
養
配

偶
者
に
な
っ
た
と
き

V
厚
生
年
金
か
ら
共
消
組
合

へ
、

一
般
事
業
所
か
ら
船
舶
な
ど
へ
第

2
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶
者
が

転
職
し
た
場
合

V
パ

l
ト
な
ど
の
年
収
が

1
3
0

方
向
を
越
え
た
と
き

-v
配
偶
者
が
退
職
し
て
被
扶
養
配

偶
者
で
主
〈
な

っ
た
と
き

{
町
民
柄
祉
課
国
民
年
金
係
V

思給法等の一部ガ改正!こなり傷病賜金

〈一時金〉の支給要件が緩和されました

句.(t 

当該障害の固定

第 2日 症 に 係 る 者 に は

の骨子

(1) 改正副Iの恩給法では、下士官以ドの 旧軍人 であ って 目 lii::払i皮肉 !ìtX f~~病者に係る傷病問

金 (一時金 ) の支給については、 i且峨後 3 年以内に ~1 1 目症又は第 2 目症の郎せ; に達する

ことが嬰判であ った。

(2) 恩給法等の一部 を改正する法律の施行により、平成 7年 7月 l目以降、

が退職後 3年以内であることを袈しなくな った。

(3) これにより 、筒求によって第 1白症に係る者には 48，000P'jを、

32，000p:jの傷病賜金(一時金)を支給す るこ とにな った。

(4) 次にぬげる者は今回の傷病賜金の対象とはならない

①旧単I巨人 ②箪人であ っても ift士宮以上の者

③職務に関連す る傷病 (特例傷病 恩給)による m~ ;主者

④過去に{仰向恩給又は傷病賜金を'豆けたことがある者

改正法 (傷病恩給関係)

会コ¥¥三f予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出演額 支出率

国 {果 事 業 .. 3十 723. 279 632.116 87.4 723， 279 587.713 81. 3 

f..fi 島 7k 道 会2十 187.630 192.182 102.4 187.630 181. 505 96. 7 

老 人 保 随 金 計 864.530 806.608 93. 3 864.530 805. 126 93.1 

国 保 病 院 金 計 1. 307. 228 1. 322. 649 101. 2 1.307.948 1. 292. 202 98.8 

収益的収入及び支出 1. 217. 854 1. 233. 275 101. 3 1.217.854 1. 202. 997 98.8 

資本的収入及び支出 89. 374 89. 374 100.0 90. 094 89. 205 99.0 

合 3十 3ω082.667 2.953.555 95. 8 3.083.387 2.866.546 93.0 

f単位千円 ・ ~6)
特別会計歳入・歳出予算の執行状況

探 詳細は福制 J~相制 i'*

恩給欠格者の皆様へ
対象者の範囲が拡大されました。

平成 7年度から 、外地等における勤務経験を有し、加算年を含めた在職年が 3年に

満たない方でも実在職年が l年以上ある方には、内閣総理大臣名の書状及び銀杯が

1
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動会にぞFやカ、に地域ぐ3み大

フレ 、フレ一白組(金原小白組応橿団)

全児童ガ女子(花石小遊戯

、

灘走200メートル (舎金中)

かわいい子猫でし定。

(八東小 ニャンニャン競走)

誕ガ早く服を着られるか芯ο

(神E小3.4年いってきまあ~す)

，' . • 
赤かて、白かてH

(聾田小、紅白つなひき)

未来の競稿選手がでるか (舎IJ¥4年舎小競輸)

夏は酒)

中央線が花でいっぱい閲展を戦芸品祝を"1 i毛各陣11に大ハッスル つ

町
で
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
が
、

6
月
9
日

老人クラブ苗移植』設↑，司会杯中 …7iGλ流野球大会

今
金
総
設
協
会
杯
中
学
校
交
流

町
球
大
会
が

6
月
同
目
、
利
別
他

民
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

地
域
間
交
流
に
よ
る
背
少
年
内

他
全
育
成
を
目
指
し
て
行
わ
れ
、

桜
山
絵
山
管
内
向
8
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
熱
戦
を
展
開
し
、

町
民

や
父
母
ら
の
凱
心
な
応
援
に
よ
り

ハ
y

ス
ル
プ
レ
ー
が
続
出
し
て
い

ま
し
た
。

成
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。

俊

勝

森

中

学

校

準

優

勝

今

金
中
学
校

• • 
今金地区敬老会

今
金
婦
人
会
主
催
の
今
金
地
区

守ボ-y大 A

的
出
羽
田
の
町
高
齢
者
ス
ポ
ツ

大
会
が

6
月
間
μ

目
、
布
袋
公
図
グ

ラ
ン
ド
に
3
0
0
名
が
集
い
附
悩

さ
れ
ま
し
た
。

1> 

競
技
は
、
地
区
ご
と
に

5
チ
ー

ム
に
分
け
、
幼
稚
園
児
と
の
合
同

競
技
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
8
M
m

目
に
元
気
い

っ
ぱ
い
ハ

ソ
ス
ル
し

て
い
ま
し
た
。

議20回Z

競
技
終
了
後
、
老
人
福
制
セ

ン

タ
で
ふ
れ
あ
い
演
芸
会
が
行
わ

れ
、
小
百
合
保
育
園
今
金
保
育

所
学
宜
保
育
所
の
遊
戯
や
歌
、

各
老
人
ク
ラ
ブ
町
出
し
物
で
大
い

今
金
老
人
ク
ラ
ブ
町
会
員
が
町
道

中
央
線
の
街
路
樹
下
に
花
の
苗
を

l
本
i
本
て
い
ね
い
に
植
え
込
み

ま
し
た
。

植
え
ら
れ
た
の
は
マ
リ
|
ゴ
ー

ル
ド
、
ベ
コ
ニ
ヤ
、
サ
ル
ヒ
ヤ
な

ど
5
種
類

4
0
0
0
本
町
内
Z
0

0
0
本
。
酬
明
り
は
学
校
、
デ

・
モ

レ
ン
、
及
び
公
共
地
殻
な
ど
に

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

花
を
折

っ
た
り
、
時
ん
だ
り
す

る
こ
と
な
く
、
美
し
い
花
を
大
切

に
育
て
ま
し
ょ
う
。

敬
老
会
が

6
月
日
目、

町
民
セ
ン

7
l
で
開
催
さ
れ
、
市
街
地
及
び

周
辺
の
お
年
寄
り
2
5
0
名
が
出

席
し
、
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。
敬
之
の
日
に
先
が
け
て
、

毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、
こ
の

日
は
婦
人
会
の
お
手
伝
い
ぬ
名
が

早
朝
か
ら
準
備
に
あ
た
り
ま
し
た
。

お
年
寄
り
ら
は
亦
飯
や
折
り
詰

め
、
婦
人
会
手
作
り
の
ソ
メ
ン

を
食
べ
な
が
ら
幼
椛
図
児
の
遊
戯
、

大
正
琴
前
奏
、
舞
踊
愛
貯
会
的
抑

り
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

〕E
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第
刊
回
石
器
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー

開
催
の
お
知
ら
せ

今
か
ら
1
万
数
千
年
前
、

史
跡

ピ
リ
カ
泣
跡
で
山首
ま
れ
た
生
活
を

体
験
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、

左
記
内
通
り
、
標
記
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
小
学
生
か
ら

高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
内
容
で
す

の
で
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

き
/
7
月
却
日

ω・
ω日
目

と
こ
ろ
/
美
利
河
小
学
校

と議

師
/
松
沢
車
生
氏

(群
馬
県

内

谷

/ 
岩
宿
文
化
資
料
館
長

)

『給
を
つ
く
る
』

旧
石
川
市
時
代
の
主
な

i

わ

猟
道
具
で
あ

っ
た
給
先
形

尖
頭
器
を
単
一
躍
石
を
用
い

て
製
作
し
、

木
の
柄
に
阻

定
し
て
使

っ
て
み
る
。

i'i 

用
/
大
人

2
千
円

小
中
高
生

千

5
百
円

参
加
申
し
込
み
、

お
問
い
合
わ

せ
は

7
月
訂
日
ま
で
に
教
育
委
貝

会
社
会
教
育
課
文
化
財
保
設
係

(
8
2

3

4

8

8
)
へ
お
願
い
し

日
名
に
な
り
次
第
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
す
。

地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
の
募
集

教
育
委
員
会
で
は
、

例
制
記
セ
ミ

ナ
ー
を
来
年
3
月
ま
で
、

月
1
回

開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に

天
体
観
測
野
鳥
の
観
察
、

!t!! 
層

の
観
察
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
後

の
予
定
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
野

外
学
習
会
を
予
定
し
て
お
り
、

回
の
み
の
受
講
で
も
桃
い
ま
せ
ん
。

7
月

2
日
/
化
石
採
集
会

8
月
幻
日
/
遺
跡
探
訪
会

9
月
例
日
/
砂
金
採
抑
跡
を
探
す

叩
月
辺
日
/
開
拓
的
苦
労
を
偲
、
占

参
加
費
用
は
、

保
険
料

4
百
円

(通
年
)
で
す
。
申

込

間

い

合

わ
せ
は
教
育
委
員
会
ま
で• • 

⑧
小川
村
伶
⑨
⑧
軍

大
和
町

主
婦
の
方
か
ら

I 、 若葉マーク ザレ}ザ 4 川町、~..'まてに傾て樹事

いし H~ を ので先
a副幽・‘ 今 喜 1まま合時そます日

a・・・・ 春 3Z 1しいいきこわ
~.. 曙 1た思 ま、 につ 二 i.r
( 持 地 7 。わ し 苗 肥 の 人 を
~~診伝23 元 八利 7 ず た を料草の歩

1会ご 〆 fJ幡光 i 声 。柏をを女い
下、ミZJ KJ1 町 .' を手J、えや奇のて.小‘ ; 1 カはて)閲方
、P....... J; (1掛 け 感 い 、 に が た

1 f;¥ J・・・・h 今 i て!li!;る花取iH 1I当
， ι耳 a・・・・・ 1 ししのの つ 路の

てて笑 代 ;活ス容のい ト附 (謝 い述#J. 1!tr:円
' くい っ 「 はド し が さ ア う ホ 業 ク ;し 本 て か 年 料 で 寸

れきてお陵ラて つ ん ノ レ 斎 テ 務 ア ;て当おらめで診私
また帰省:上 イくれがハ藤ノレを プ iいにり索機入祭 i主
L c，れさのブ れ し くイ ぷ 7 しラ る 有 ま 敵 に れ し は
た 。るん長がまくれトはンてサ んりすな功、 て て約

f カイ W~ 好してたて日 w カイいピ !で鮒: 。 フ。 卜[j'j Jj'[院

とつ笑離 さ た 1 、ゴ芯まリ ;すい レ'了いきも
色な つ でで o "本法|望す力 。 と ゼ 奉 て 、ー

? 負応て活 、 とのいカだ 。で Jせ忠 ン仕いお
1 をすj来臨両 笑ジ日 |

ト団ま風 O
請をて?校 顔 ユ に I た ロ ;てて をのす呂 ー

し 、 時 で|お場と
・『・叫 ~'1 こ 1忠 ]j'1方しも O

-
自
動
車
の
検
査

・
点
検
整
備
制
度
の
政
正
・

地域研究セミ ナ r探島幸」風景

H

車
の
健
康
u
気
を
つ
吋

τま
曹
が

今
年
の
七
月
か
ら
、
自
動
車
の
検
査
お
よ
び
点
模
整
備

制
度
が
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
動
車
技
術
の
進
歩
や

車
の
使
わ
れ
方
ガ
多
様
化
す
る
な
ど
、
自
動
車
を
取
り
巻

く
環
療
の
変
化
に
、
き
め
細
か
く
対
応
す
る
だ
め
に
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。

今
回
改
正
さ
れ
だ
制
度
に
は
、

ポ
イ
ン
ト
ガ
あ
り
ま
す
。

l 

「一一示干ン下「一ー「
l 車の官

l 三空三
持 己 と 1 '!"~i:など山込れ
人 ilI L ザ任状、検'!(るじ
さ frう lカ出，p~!i1: 川 ~ 1I 
れ の 内 にを防法己主力 i

て苦い身内剖1:市を し d ら

しえわに到!日にす で jli}jI!i 
ま )j どあ 'ji.す巡 る は断行
すが 1'1るユる切な、揺さ

ん
な
半
で
も
し
な
い
と
申
し
訳
な

い
と
思

っ
て
。

し
と
ニ
コ
ニ
コ
話

し
て
下
さ
っ
た
お
二

人
は
、
上
回

ン
ゲ
ノ
さ
ん
、
斎
藤
卜
ミ
さ
ん
で

し
た
。
索
時

り
し
い
心
の
持
ち
主

だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

今
金
町
に
は
こ
ん
主
方
が
ま

だ
沢
山
お
い
で
な
の
で
し
ょ
つ
け

れ
と
、
何
か
教
え
ら
れ
た
係
主
気

が
し
て
、

心
の
あ
た
た
ま
る

一
ー時

で
し
た
。

望方 司王せ
んがでかんつ
で更もも 。 ま
呈?に 、オつ がfら
c， こか山な:

土人れりのい
とでをま人 IJl'
ケも討しせ方か
忽判 叫んんがも
与えで 。 しわ I

什るこ てか
ど 4):';.んいり

をな るま I

大
き
く
分
け
て
=
一
つ
の

-

減

一

改
正
川
の
制
度
て

一

半

一
は

ん
川
家
川
車
川

n

一

止

拘

一
川
市
な
ど
(
い
わ
ゆ

一
!

廃

劇

一
る
マ
イ
カ
ー
)
に
つ

一い

一
の

の

一
い
て
は
、
に
か
川
、

一パ

一
検

議

一
ト

1

3
1
、

1
1

一
:

一占
同
占
川

一

f

!

ド

一イ

一
子

丹

一
カ
川
の
山
織
を

2
け

一ポ

ヴ

古

一j
b

e

L

パ

'E
Jプ
了

一

ヵ

μ
一
、
、
l
元

J
t
J

一

6
広

一
ら
れ
て
し
ま
し
た
。

一
一

か

一A
F
川
の
改
正
で
は
、

一

一

1
一
ょ
の
う
ち
の
六
か
川

山
検
の
義
務
つ
け
が
脱
け
さ
れ
る
-
)

と
に
な
り
ま
し
た
。
ワ
よ
り

l

か
け

て

q
)
点
検
と
一

川
か
け

(

可
)
出
険
だ
け
が
ぶ
仕
切
づ
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
士
、
山
検
川

U
に
つ
し
て
ら
仰

い
晶
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
川
一
体
的
に
は

• • 
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J
I

一カ
月
収
般
で
六
十
項
目
か
ら
一

|
ハ
項
目

一一
十
四
か
月
山、検
で
百

項
目
か
ら
六
ト
雨
明
白
に
削
減
さ
れ

て
い
ま
す
。
主

お

そ

の
は
か

の
車

種
に

つ
し
て
も
、
そ
れ
そ
れ
市
検
川

H
が
出
川ι
品
川
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

)
 

}

俗
に
「
|
守
山
下
」

勘

と
い
わ

れ
て
い
十
ふ
ん
臼

車

-z
一
助
唱
は
、
卜

一
午
を

3

U
酎

一
必
え
る
と

れさ

と

卜

起

の

一
に
中
検
を
呈
け
な
け

ン

串

間

一
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

イ

咋

期

一
し
た
。
し
か
し
改
リ

ポ

州

昨

日
依
は
市
長
が

j
fp

-E

午
を
仰
阻
ん
た
れ
副
市

平

一

で
も
、
中
般
の
川
山

一ハ
か
川
山
般
の
廃
止
や
山
検
項
れ

の
削
減
な
と
の
見
出
し
が
五
施
さ
れ

る
こ
と
は
そ
れ
だ
け
市
中
を
も

っ
人

の
点
作
が
川
わ
れ
る
-
」
と
に
な
り
ま

す
。
H
ぷ
の
山
口
険
'T
習
的
づ
け
る
と

と
ら
に

必
州
山
検
を
合
的
事
の
佐

川
状
山
に
応
じ
て

臼
分
の
刊
断
て

岨
切
な
山
険
悼
し陥
を
実
施
す
る
こ
と

が
屯
却
で
す
。

f--延安の戸イドjレ一一一一一一一寸

ゆJI¥平諺均九 I I J'T 圃
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年
金
相
談
日
の

お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
的
回
収
で
お
受
け
い
た
し
ま
す

の
で
、
お
気
軒
に
ご
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

1 

と

主5コ
111 .... 

き

、‘、‘

3
、
相
談
員

務
所
職
貝
1
名

〈
町
民
稲
祉
課
年
金
係
}

平
成

7
年
度

『愛
の

血
液
助
け
合
い
運
動
』

今
日
、
輸
血
に
必
要
な
血
液
製

剤
は
、
す
べ
て
献
血
に
よ
り
確
保

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
血
紫
分
画

製
剤
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
を

輸
入
に
た
よ

っ
て
い
る
現
状
に
あ

り
ま
す
。

平
成
6
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

道
内
人
口
の

6
・
9
%
に
あ
た
る

9
万
9
百
幻
人
的
方
々
か
ら
献
血

の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
す
べ
て
の
胤
液
製
剤

を
国
民
的
献
血
に
よ
り
碓
保
す
る

検診を受けて明るい健康づくり

7月みんなの

体
制
を
確
立
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、

7
月
l
日
か
ら

7

月
別
日
ま
で

J
且
の
胤
液
助
け
合

い
運
動
。
を
尖
地
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
方
向
愛
の
献

血
に
ご
理
解
と
一
」協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

国
保
病
院
か
ら
の

お
礼
と
お
願
い

5
月
号
の
広
報
誌
で
入
院
血
者

さ
ん
の
消
拭
な
ど
に
使
用
す
る
綿

製
品
の
提
供
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
た
く
さ
ん
の
提
供
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
家
庭
で
余

っ
て
い
る
も

の
、
ま
た
、
使
用
済
で
不
安
と
な

っ
て

い
る
綿
製
の
て
ハ
ス
タ
オ
ル
9

タ
オ

ル

・
シ
ャ
ツ
“
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
寄
附
い
た
だ
き
た
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
.

警
察
官
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

l

w時

2
、
長

付*

7
月
H
日
か
ら

7
月
凶
日

1
8
月
8
日

3
、
試
験
日
位

8
月
幻
自• • 

25日
中盟保健

制 l誰鶴
26日
聞川情造
改善セノタ

町民セノター
(夜間)

(町民偏祉関両生係国保系)

4
、
試
験
地

5
、
受
験
資
格

A
区
分
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
(
短
期
大
学
を
除
く
J

を
'M
十
柴

又
は
平
成
B
年
3
片
ま
で
に
卒
業

見
込
の
人
で
、
昭
和
刊
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
的
年
4
月
1
日
ま
で

生
ま
れ
た
男
女
。

B
区

分

上

記

A
区
分
以
外
の
人

で
、
昭
和
M
W

年
4
凡
2
日
か
ら
昭

和
日
年

4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
女
。

6
、
採
用
予
定

以
降

八

雲

函

館

平
成
8
年
4
月

出
そ
の
他
詳
し
く
は

近
く
の
笹
察
山
首
交
番
ま
で

自
衛
官
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

防
衛
庁
で
は
、
平
成
8
年
3
月

下
旬
及
び

4
月
上
旬
採
用
的
陸

・

海

空

白

術

口
を
募
集
し
ま
す
。

食
受
験
対
象

平
成

8
年

3
月
日
半
予
定
者

食
受
験
申
込
期
間

・
首
候
補
士、

世
間
候
学
生
、
航
空

学
生
及
び

2
等
陸

・
海

空

士

(
到
子
)8

月
l
日
1
9
月
8
日

2
M奇
跡
一
海
空
士

(
女
子
)

ノノ健診を受けよう

〕日1
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社会福祉協議会だより
7. 6. 10 

※光の里学図、豊寿園、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとフごZいました。

(敬拘:略)

〈東 R 都〉 〈今金町〉

τ『回γ】 陥 正 彦 清 水 陛 次

(1奇玉県〉 菅 日目 夫

光の村挺 E草学 校 奥 井 句申、 男

〈札 幌 市〉 岩 間 奨 佐 干

J T 日 麻生庖 種 川 老 人 ク ラ ブ

Z長 西 {君 義 I11 村 卜

〈松前町〉 長告 木 実

石 ill 4怯 壬国" 国 守 国

〈江差町〉 富 旺l 広

~ffi 島 1日 松 大 白 啓 太 郎

〈瀬矧町〉 ノfチンコ ドラ ゴノ

「輪 の 会j

くjt槍山町〉

槍山北高校草庭クラプ

8
月
1
日
1

9
月
日
日

古
試
験

地

函

館

(
今
金
)

掛
試
験
日
な
ど
詳
し
く
は
、
自
術

隊
函
館
地
方
連
絡
部
今
金
八
品
集
事

務
所
ま
で

岱
2
1
0
2
5
8

戦
没
者
等
の

遺
族
の
皆
さ
ま
へ

ー
特
別
弔
慰
金
が

支

給

さ

れ

ま

す

1

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
引
慰
金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、

戦
没
者
等
の
泣
族
の
う
ち
、
平
成

7
年
4
月
1
日
に
お
い
て
公
務
扶

• • 
自
覚
症
状
が
な
い
と
、
つ
い
健

康
と
思
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

高
血
圧
や
動
脈
暖
化
、
心
臓
病
、

ガ
ン
な
ど
の
成
人
病
は
、
無
症
状

の
ま
ま
進
行
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
。
あ
る
日
突
然
、
心
臓
病
の

発
作
が
起
こ

っ
た
と
し
て
も
、
そ

の
原
因
と
な
る
動
脈
硬
化
や
高
血

圧
は
、
叩
年
、
初
年
前
か
ら
始
ま

っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
定
期
的
に
他

診
を
受
け
、
自
分
の
健
康
状
態
を

継
続
的
に
把
握
し
て
お
く
事
」
と
が

大
切
で
す
。

7
月
に
は
、
胃
ガ
ン
、
大
腸
ガ

ン
、
子
宮
ガ
ン
検
診
、
今
ま
で
日

平成6年度各種検診結果

7
月
幻
日

(
木
)

午
前
凶
叫

1
午
後

3
附
ま
で

2
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

函
館
相
会
保
険
事

単位入

助
料
、
泣
族
年
金
等
の
受
給
維
を

有
す
る
泣
抜
が
い
な
い
方
に
特
別

弔
慰
金
と
し
て
矧
而

ω万
円
、
日

年
償
還
の
国
伯
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
次
の
方
な
ど
が
支
給

対
象
と
主
り
ま
す
。

①
弔
慰
金
の
受
給
維
を
取
科
し
た

方
②
弔
慰
金
的
受
給
椛
を
取
得
し
た

方
が
平
成
7
年
4
月
1
日
に
い

な
い
と
き
は
、
そ
の
他
の
先
順

位
の
遺
族
の
方

な
お
、
紡
求
手
続
き
な
ど
詳
し

く
は
役
場
一
引
相
秘
初
制
係
ま
で

月
に
実
施
し
て
い
た
肺
カ

ン
、
循

環
器
検
鈴
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
検
診
の
結
mm
は
別
表
め

よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
循
環
探

検
診
で
は
約

8
制
的
人
に
何
ら
か

の
所
見
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
の
う

ち
治
療
が
必
要
と
思
わ
れ
る
人
は

Z
割
弱
で
し
た
。
検
診
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
食
生
活
な
ど
の
生

活
習
慣
を
見
直
す
機
会
に
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
死
亡
原
因
1
位
で

あ
る
♂
刀
ン
。

は
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
大
切
で
す
。
平
成

5
年

度
の
検
診
で
は
、
大
腸
ガ
ン

2
名

も
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
体
的
中

の
こ
と
は
検
査
し
な
け
れ
ば
わ
か

り
ま
せ
ん
。

症
状
が
な
い
か
ら
と
受
診
し
な

い
の
で
は
な
く
、
症
状
が
な
い
か

ら
こ
そ
身
体
内
点
検
を
受
け
、
他

や
か
に
人
生
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

〕-1
 

〔



7月の休日当番匿
令やや en、γ市 やや令

2日 今金町国 保病院(今金) fi②0221 

9日 道南ロイヤル病院 (北松山) fi④5011 5月末現在

16日 相 的 医 院 (瀬棚) 8⑦3021 (前月対比)

23日 今金町国保病院(今金) fi②0221 人 口 7，385人 ( -10) 

30日 道南ロイヤノレ病院 (北柏山) 怨④5011 男 3，557人 (- 6) 

女 3，828人 (-4) 

世帯数 2 ， 5691止有~; ( 1) 

町長・町議選選挙運動費用を公表 1¥::1おたんじようおめでとう

4 JJ 23日に執行された今金町長、今金町械金議員選準にお 尾崎糸始、 5月15日 (保護者 克之)南町
ける選挙五~動明~I円収支内総額が 6 月 8 目、今金町選挙官耳目

天沼 法牛、 6月 1日 (保護者臨ー)南町委貝全から公表されましたのでお知句せします.

法定選挙運動費用制 町長選挙 1，930，7001司 鈴木啓太、 6月12日 (保設者正孝)来昇

議会議貝選挙 1，256，800111 

候補者 E名 出納責任者氏名 伝収入額 器支出額 備考
固 いつまでもお Lあわせに

村本光 夫 凶村義四郎 5師，C刷円 臼4，3田円 % 池元 22な(南町)=平t~ 友紀、(北柏山町)

荒井正問 銀 井 正日 599，403円 599，403円
%久保博幹な(大和町)=平原 路子九(大和町)

上野綾 ニ 坪 UI 斜 523，α)()円 477 ，390円
園 おくやみもう Lあげます

内ケ品 '"/ 村i村 上 院文 7曲，(削円 日3，931P:j
谷 回 カさん 5月24日 86歳 トマンケン

目下町{二郎 I(~ m勝 雄 314，574円 3田，574問
安 藤 信 男さん 6月 3日 79歳 トマンケン

匝 J! 確勝 小池手1I雌 反則，庄町円 回4，792円
小 西 身五さん 6月10日 51歳 相l nhHノ， 

佐藤 m!!J IA I長 mリJ 473，953円 473，953円
率五 Jjjt、 ヨ九 6月11日 88歳 八東南1M

白岩 利 勝 白岩正1: 1，佃5，目泊円 1，073，339円 右 111 正さん 6月14日 77歳 白 石
中 野三郎 中 野 努勝 322，361円 322，361円 手口 回 ウさん 6月15日 86提主 八束T栢IW-
中山初 日 中山 ー 浩 5四，0冊円 491，449円 村上常松さん 6月17日 95絞 八束中央

林 後次郎 林 日男 748，272円 748，272円 ，.、 6 月 22 日畳付分まで配1~

狭間勝~! w木 隆 746，低)()円 743，482円

広沢 功 広間せつ 474.535円 474，535阿
た内親実を 十市主主 日

本間 一三 問 正重量 553.525円 5日，525円 。 の子施大こ活 I也 、今小金

i布 111 盟l!i川 f，1 708，0佃円 6岨，沼6円 ゴ 1 し切れ動公デ

ミ O てには行を 図・
山崎 仁川崎 宜 879.553円 879，5日円 な O いし白 、モ学 E 

ど名るよ分ぃオ 校 ' 山本 盟惣峰喜代春 6叩，0刷円 595.650円
をカぜ P うたまラレ P

湯田秀夫 .I.!lJ t，島みち子 1，曲0，ぽ泊四 伍5.剖叫可 拾参 T とちしンン T
千iII! -N 111¥ よ間 :t.佐リj 720，α同円 719，庇泊円 い加 A 2 で た ダ周 A

集し行 年使 。i邑 i旦カず
渡辺 二 郎 !it 670，任旧同 651，874)lJ ゲ〉 、事 前う り グコ 6 ， 
渡 部 怖 がl 皆様 ま 425，α旧円 424，259円 ま公で か 公 の央中 月 • し図 ら 図 ~I!f '* 24 『噌

• 
発
行
/
北

海

道

今

金

町

役

場

制

②

O
T
-
-番

• 
園

1
 

2
 

1
 

{
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編

集

後

記

今
年
内
運
動
会
は
、

天
候
に
恵
ま
れ
、
地
域
ぐ
る
み
の

大
運
動
会
が
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

児
童
が
年
々
減
少
し
て
行
く
中
、

池
械
の
方
々
が
協
力
し
て
、
運
動

会
を
脱
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

広
報
係
の
私
も
、
飛
び
入
り
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

日
頃
の
運
動
不
足
を
感
じ
た

1
日

で
も
あ
り
ま
し
た
。

お
お
む
ね

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


